
日本珠算連盟そろばん有識者懇談金 発足趣意書

岡本珠算連盟

前理事長関野 博

過去450年間、私たち日本人は、そろばんの恩恵を大きく受けながら、経済・

教育・社会活動を親調に発展させてきた。

しかし、� 20 世紀後学からの機械文明の急激な進展と、� 30年ほど前から顕著に

なってきたコンピュータ多罵の社会システムへの変貌の中で、社会生活と教青の中

に占めるそろばんの投割と評価は、年をi島うごと� iこ抵下する傾向を治してきたこと

は奇めない事実である。

また、� 2002年4月から実施されている現行の小学校学晋指導要領では、目的

とされる� fゆとり教育j のために学習内容が� 3酷削減され、前回の改訂と合わせる

と学哲内容は半減した。

こうしたこと� lこより、子供たちが学力の基礎・基本となる計算力や思考力を学ぶ

機会が減少し、その結果として国民に学力低下の不安が拡大しているのは、教育再

生会議第一次報告でも指摘されているところである。

私たちは、� rwゆとり教育Jを見直し、学力の向上を臨るとともに、規範を教えるj

とする教育再生会議の基本的考え方に賛同するものであり、そのひとつの具現化方

法として、そろばんが本来持つ特性を生かして、基礎学力の確保と強化に貢献し、

引いては子洪たちの健全な育成に投立つことを自指すものとしたい。

そのためには、初等中等教育および高齢者を含む生握学習におけるそろばん教育

の必要性ならびに有効性について、科学的技拠を持ったデータとともに社会に向け

て発信し、理解を持ていくことが肝要と考える。

日本珠算連盟は、以上の趣設にご賛問いただ、ける有識者の方々のご協力のもと「日

本珠翼連盟そろばん有識者懇談会j を発是させ、そろばん教育の意義および将来の

方舟性について議論と研究を重ね、その成果を教背界や社会に訴えていきたい。

体的には、本懇談会は下記の活動iこ車り組み、必要に応じて専門分科会を設寵する

などしてその実現を図っていくこととする。

1 .そろばん教脊を初等中等教育に復活させる。 

2. そろばん文化を見産す。� 

3.脳を椴える生語学習の一環としてそろ試んを活用する。� 

4. そろばんを通じて地域ニコミュエチィの再生の一翼を担う。� 

5. そろばんの理解者を増やし、国民各層にその効用を訴えてし、く。� 
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r日本株算連盟そろばん有識者懇談会J分科会の活動内容等

〔第 1分科会:そろばん教膏推進分科会〕 

O活動内容

そろばんの教曹方法を初等中等教警に復活させるためiこ、そろばんをど的ように活用すれば

算数の学力向ょに効果があるのかについての鯛驚研究を行う。 

0委員構成

。元東海学関大学経営学部教授/深江茂樹 数議院議員/井脇ノブ

東海大学総合経学技第薪究所教授/!尾身朝子

議全国連合小学校長会事務罵長/議井道雄 第数・数学教育研究アドバイザー/小高繋

兵庫県月三崎市教育委員会学校教青課長/幾岡護憲

前全悶連合小学校長会会長/蓮池守一 トモエ算盤株式会社取締役社長/藤本トモエ

〔第 2分科会:脳機能活性化・生涯学習分科会〕 

O活動内容

そろばん薮学習することで脳機能を活性北し、構緒の安定や老化・器舘誌の予話、生きるカを強

めること安調驚研究し、生涯学閣のー瑠としての活用葉を揮る。 

0委員構成

。東北大学加齢医学研究所教授/JII島隣太 国際総合研究機構踊IJ班事長/河野貴美子

兵蟻県小野市立小野中学校長/服部公一 京都市教育委員会生醗学習部長/藤田裕之

〔第 3分科会:そろばん文化援興分科会〕 

O活動内響

江戸時代から続くそろばん教宵について研究を深め、基礎人間力の養成に役立つなど、そろばん

の謀容を普及昏発するととも!こ、世界レベルの技能としての伝統を維持するための方策を探る。 

O議員構成

む千葉熟立君津藷業高等学校教議/太田敏幸 パナソニニック株式会社エナジー社

ムリーダー/間部秀樹 沼田エフヱム放送続式会社設送部パーソナリティ主任/

株式会社双葉社漏集局局次長/島野浩一

シンガーソングライタ…/大奈 毎日新聞社学生新聞綱集部副部長/浜田

株式会社フォーウィンズ代表取締役/藤岡科雄 作家/藤原智美

主主難創造教育研究所所長/高額昭次 抹式会社オフィス・サウス/芳累積

(設)@印は主査 
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検討経過

〈全体会合〉� 

O第� 1回会議・記者会見

・話時 平成� 19年� 3月� 23日(金)� 14:00""'-'16:00 
・場所 東商スカイルーム(東京商工会議所ピル8階)

・議題�  (1)出席者の提雷発表 

(2)提言を受けての懇談〈意見交換)� 

(3) その組

・記者会見� 16 30'"'-'17:00 場所は開場� 

0第2回会議

・日時 平成20年� 3丹� 21日(金)� 14:00'""-'16:00 

・場所 	 虎ノ門パストラノレホテル新館5階� fマグノリアj 

題 ( 1 )研究レポートι基づく各分科会からの報告� 

(2)分科会報告に関する意見交換� 

(3) rそろばん有識者懇談会」中間報告取りまとめ� 

(4)今後の懇談会のすすめ方について� 

(5) その他

。第 3回会議

・長時 平成21年� 2月24日〈火)� 14:00--16:00 

-場所 笹川記念会館� 4階第5会議室� 

・議題 (1)そろばん存識者懇談会握言に関する編葉小委員会

からの報告

(幻編集小委員会からの報告を受けての懇談 

(3)今期そろばん有識者懇談会委員の活動報告

(引今後の研究テーマ等に関する意見交換 

(5) その他� 

〈分科愈〉

Oそろばん教脊推進分科会

・日時 平成� 19年� 10丹� 19日(金〉

・場所 (社)大阪珠算協会事務局

。脳機能活性化・生護学留分科会

・話時 平成� 19年� 10Ji22自(月〉

・場所 東北大学加齢産学研究所

。そろばん文化振興分科会

・5	 時 11月 23日(金・祝)(金)、 1331 月8年19平成� 

・場所�  E本珠翼連盟事務局� 
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O委員名簿� 

11J 

[/1康不問・敬称略〕

~長 東北大学加齢医学研究所教授� 陸太

議長代理 前東梅学園大学経営学部教授 深江茂樹

委員 衆磯院議員 井脇ノブ子

前千葉県立君樟酪業高等学校教諭 太 散幸

委員 パナソニック(株)経理チームチームリーダー 向 田 秀樹

委員 東構大学総合科学技捺研究所教授 尾身朝子

話全閣連合小学校長会事務島長 織井道 議

委員 国際総合研究機構副理事長 河野

委員 沼缶エフエム放送(株)放送部パーソナリティ主張 栗原厚 子

委員 算数・数学教育研究アド、パイザー 小高 繁

委員 (株)双葉社編集局烏次長 畠野浩二

シンガーソングライター 大奈

委員 兵庫県尼崎市教育委員会学校教育課課長 幾田

前全罷連合小学校長会会長 蓮 池 守一

委員 兵庫県小野市立小野中学校校長 服部公一

委員 日新龍社学生新聞編集部副部長 長田早代子

(株)フォ…ウィンズ代表取締役 藤岡筆Ij誰

委員 京都市教育委員会生渡学習部 藤昌裕之

委員 (株)トモエ算盤取締役社長 藤本トモエ

作家 藤掠智美

委員 百瀬創造教育研究所所長 苔 頭 昭次

日本期工会議所常務理事 宮城 勉

委員 日本珠葬連盟理事長 森友

委員 (株)オフィスサウス 芳原� f言� 
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